
01. 文化財保存活用地域計画とは

03. 本計画の目的と位置づけ

04. 尼崎市の歴史文化の特徴

尼崎市文化財保存活用地域計画　概要版　（令和７年（2025 年）12 月認定）

02. 歴史文化遺産と歴史文化

「土地の成り立ちを生
かし、水陸交通の要衝として時代ごとに積み上げてきた人々の多彩な営みの歴史文化」

①歴史文化遺産
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歴史文化遺産
②周辺

環境 歴史文化遺産 周辺環境
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※件数は全て令和７年（2025 年）８月時点

指定等文化財
138 件
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伝統的
建造物群

民俗文化財

その他

無形文化財有形文化財

記念物文化的景観

③ 尼崎市の歴史文化

立地の優位性と交易・流通・交通の視点　国内外をつなぐ水陸交通の要衝

自治・くらしの視点　村々の結束と多彩なくらし

産業・労働の視点　日本経済を支えた工都尼崎とまちづくりの実践

文化・学問・芸術・娯楽の視点　人々の心潤す “あまぶんか”

参考：文化財保存活用地域計画ハンドブック（文化庁、令和７年３月）

06. 重点的な取組

■重点区域「尼崎城下町体感エリア」

■各地区の歴史文化のテーマを生かした取組

区域設定　

「尼崎城下町体感エリア」
歴史文化の特徴

取組の方針

中央

小田

大庄

立花

武庫

園田

尼崎城・城下町の面影と
工都尼崎の目覚め

尼崎城の名残を探して（尼崎城は明治の廃城令以降、城郭の名残が無
くなるほど改変されましたが、堀跡・再利用された石垣・石碑等が残され
ており、市民と協働で昔の尼崎城の姿を探索します。）　他

「近松学習充実」プロジェクト（「近松の里」（広済寺・近松公園周辺）
の魅力増進に努め、SNS 等を使用した PR を行い、近松学習の場とす
るためのイベント開催等に取り組みます。）
旧大庄村役場魅力発信プロジェクト（旧大庄村役場の歴史的・建
築的価値を発信するため、「日本一裕福な村」と呼ばれた大庄村のパン
フレット作成や SNS を通じた発信、見学会等を行います。）
富松ひとめぐりプロジェクト（富松城跡を中心に、近隣の城跡に
向かう戦国歴史ウォーク、旧街道や歴史文化遺産を一体的にめぐる
ための整備等に市民が主体的に参画できるよう、幅広く展開します。）

「水のめぐみ」とふれあいプロジェクト（武庫川や六樋等の水路、髭の
渡し、水の安全を願う神社、武庫一寸等の歴史文化遺産を分かりやすく発信す
るほか、六樋から流れる水路を巡るウォーキング等を企画します。）
原始・古代の暮らし発見プロジェクト（田能遺跡を中心に地区
内にある原始・古代の集落遺跡や古墳、古代寺院、式内社等をめぐ
り人々の暮らしを体感できる取組を展開します。）

文学薫る近松門左衛門の里

村野藤吾設計の村役場が
語る豊かな村の歴史

富松城跡を生かした
まちづくり
六樋を中心とした
水路と水利の歴史

田能遺跡を中心とした
原始・古代の人々の暮らし

歴史博物館
尼ロック（尼崎閘門）
旧尼崎紡績本社事務所 等
近松門左衛門墓
広済寺
近松記念館 等
大庄南生涯学習プラザ
　（旧大庄村役場）
松原神社 等
富松城跡
上ノ島遺跡
水堂古墳 等
六樋・水路
髭の渡し
西国街道 等
田能遺跡
東園田遺跡
猪名寺廃寺

歴史文化のテーマ地区名 リーディングプロジェクト 核とする歴史文化遺産等

地区割図

重点区域の範囲と主な歴史文化遺産 寺町

旧尼崎紡績本社事務所

尼崎市立歴史博物館

措置の例

富松城跡（土塁跡）

東園田遺跡出土イイダコ壺

素盞嗚神社おかげ踊り図絵馬

尼崎閘門（尼ロック）



05. 歴史文化遺産の保存・活用の将来像・目指すすがた・課題・方針・措置

目指すすがた 課題 方針 措置

あまがさきに関わる
多様な人々がつながり、

歴史文化を支える
仕組みをつくります ・文化財専門職員の適切な人員配置と、スキルアップのための定期的な研修等

を通じた資質向上が必要

２－Ⅰ　未調査分野の把握調査の実施

２－Ⅱ　多様な主体と連携した詳細調査の推進

２－Ⅲ　地域と協働した身近な歴史文化遺産の拾い上げ

２－Ⅳ　定期的な歴史文化遺産の現況調査

１　「みんなの尼崎大学」等の制度の活用
２　地域団体の支援事業
３　ボランティア養成講座の実施
４　各地区のリーディングプロジェクトの実施
５　大学・企業等との連携
６　企業とのパートナーシップ制度の導入の検討
７　阪神地区自治体間の情報共有・意見交換の場の設置
８　歴史文化遺産に関わる文化財専門職員の運営体制の充実
９　職員・教員を対象とした歴史文化研修の実施
10　「文化財保存活用基金」の運用
11　クラウドファンディングや各種助成金の活用
12　祭り・行事把握
13　土木構造物把握
14　京都大学との連携による近現代資料の調査・研究
15　市民と協働した調査・研究
16　地域の歴史文化遺産を拠点とした「地域しらべ」等事業
17　歴史文化遺産リストを活用した歴史文化遺産の現況調査
18　文化財保護法や条例に基づく指定等の推進
19　「市民歴史遺産制度」の創設の検討
20　都市美形成建築物及び都市美形成地域の保全
21　保護樹木・保護樹林の指定・保全
22　特定歴史的公文書利用請求制度の運用
23　歴史文化遺産の収集・保管
24　文化財資料保存活用サポートボランティアと協働した取組
25　れきし体験学習ボランティアと協働した取組
26　富松城跡を活かすまちづくり委員会と協働した取組
27　個別の保存活用計画の作成と計画の推進
28　旧尼崎紡績本社事務所の整備
29　観光イベントやツアーの実施
30　教育旅行・研修旅行の誘致
31　ドラマや映画の撮影誘致・協力・情報提供
32　歴史文化を生かした特産品の振興
33　伝統野菜の栽培
34　「近松のまち・あまがさき」の推進
35　日本遺産事業での連携
36　阪神間連携事業の推進
37　全国工場夜景都市協議会での連携
38　学芸員による出張授業
39　あまがさきの歴史文化の教材化
40　近松郷土学習
41　各種講座・体験・解説会の実施
42　常設展・企画展の開催
43　図録・発掘調査報告書・研究紀要の発行
44　ホームページ・市報・各種 SNS 等を活用した情報発信
45　音声ガイド・アーカイブ配信等の実施
46　収集資料データベース検索システムの実施
47　案内板のデザイン統一
48　GIS サイト「地図情報あまがさき」の活用
49　歴史文化遺産周辺の環境整備の検討
50　観光案内所及びウェブサイトでのあまがさきの歴史文化の発信
51　歴史文化遺産のデジタル化
52　郷土に関する資料や図書の充実
53　図書館のおけるミニ展示の実施
54　所蔵資料等の相互検索
防１　消防用設備等及び防犯等設備の把握
防２　消防用設備等及び防犯等設備の設置
防３　歴史文化遺産リストの共有
防４　マニュアルの作成と地域防災計画への位置づけ
防５　消防訓練の実施
防６　市民を対象とした歴史文化遺産防災講座の実施
防７　小学生・中学生・高校生向けの歴史防災講座の実施
防８　専門家と連携した歴史文化遺産レスキューの実施
防９　防災・防火・防犯の相談窓口としての機能強化

・必要に応じて歴史文化遺産を指定等により保護する取組が必要

・歴史文化を活用し、観光客や本市に興味を持つ人の創出、新たな商品の開発
や事業、それに伴う雇用の発生、地域への愛着醸成に伴う転出数の削減及び
定住人口の増加等に向けた取組

・日本遺産事業や阪神間連携事業等、近隣市等と連携した広域的な取組を、よ
り一層進めていく必要がある

・学校教育の場において、本市の歴史文化に関する学習を充実させ、地域への
愛着醸成を育むこと

・どのような予防対策が必要かについて検討する必要がある

あまがさきの様々な
歴史文化やその価値を
自分たちで見つけます

あまがさきの
歴史文化を守り

次の世代へ
受け継ぎます

歴史文化を
様々な場面で
あまがさきの
まちづくりに

生かします

すべての人々が
あまがさきの

豊かな歴史文化の
魅力に触れられる

ようにします

防災・防火・防犯の
取組

１－Ⅲ　文化財専門職員の配置と職員・教員のスキル
　　　　アップ

３－Ⅰ　法や条例に基づく着実な歴史文化遺産の保護

４－Ⅰ　観光・産業・文化振興等の各分野での活用

５－Ⅰ　市民が楽しんで歴史文化遺産の保存・活用に
　　　　携わる機会づくり

５－Ⅱ　博物館等による情報発信

５－Ⅲ　歴史文化遺産をめぐりやすい環境整備

防－１　歴史文化遺産の災害予防対策の実施

防－２　発災時の対応の明確化

防－３　市民との連携・協働体制の確立

防－４　地域の歴史文化遺産を守る拠点としての
　　　　歴史博物館の機能強化

５－Ⅳ　図書館と連携した歴史文化の発信

４－Ⅱ　日本遺産等他都市と連携した活用の取組

４－Ⅲ　学校教育への活用

３－Ⅱ　市民と協働した保存の取組

３－Ⅲ　歴史文化遺産の計画的な整備

１－Ⅱ　大学等や事業者、企業、他都市等との連携

１－Ⅳ　保存・活用に関わる財源確保

１－Ⅰ　市民主体による活動の基盤づくり

・多様な人々が皆、安心安全に居心地よく歴史文化遺産をめぐるための環境整
備が必要

・図書館における本市の歴史文化の発信の充実を図る必要がある

・市民と協働して歴史文化遺産の保存を進めていく必要がある

・周辺環境も含めた歴史文化遺産の適切な整備が必要

・歴史文化遺産の適切な収集・保存・管理の継続が必要

・土木構造物や無形の民俗文化財等の把握調査が不足

・ 各種ボランティアと協働で調査も実施しているが、今後も調査が必要

・ 把握できた歴史文化遺産についても詳細な調査・研究ができていない

・歴史文化遺産の現況確認のための定期的な調査が必要

・歴史文化遺産に関する市民活動への支援が必要

・産官学一体となって地域課題に取り組むことが必要

・歴史文化遺産の適切な保存・活用に向けた資金面の基盤整備が必要

・歴史博物館が地域の歴史文化遺産を守る拠点としての役割を担っていく必要
がある

・身近にある歴史文化遺産やその防災・防火・防犯の重要性の周知や、小学生・
中学生・高校生を対象とした防災教育の推進等を進めていく必要がある

・消防や警察等と、平時から情報共有を行う

・歴史博物館や田能資料館等の博物館施設を本市の歴史文化の発信拠点として
運営していく必要がある

・様々な興味を持つ市民が、気軽に楽しんで歴史文化遺産に触れることのでき
る機会づくりが必要


